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男鹿半島の潟西層におけるホタテガイ

Pα〃nopectenyessoensisの新産地＊

渡 部 最*＊

男鹿半島の潟西暦の4>に，釜谷地ｲIIとよばれる特殊

なIflfllが発達することがある（潟Iﾉq胴|､Jl体研究グルー

7',1983:本ｷIli.t,従来は独立した地隅として取t)

扱われ，釜谷地層という名称が与えられていた。本ｲ11

に含まれる軟体動物化イi僻にっL､ては,1雌岡・尚安

1965,HrziOKAetal.(1970),渡部1977:によって

その内容が明らかにされてL，るか,pα〃"opec膨刀

yessoensisは知られていなかった。しかし最近，水

I||から相次いで水純が採喋された。

P.yessoensisの新旅地は秋lilﾘm秋lil郡fV美町

の宮沢海岸wrであI)、こオIまでに2fi体得られ

ている。2個体とも,Hl'ZIOKAeial.'1970)のFig.

3に,広さｵ,たルートマッフのjとkの*間地点の釜芥

0｡E

、

地｜liから産した。この地点で･はシルト淵からなる天徳

”1（大沢ほか，1985）を，厚さ約30cmのlIi‘f青色含貝殻

砂牒11淵（雑谷地ｲ1Iが不幣介におおい，兜にその上位

に怖水解（大沢ほか，1985）の砂牒層が不整合に亜な

っている。釜芥地州中の'i'l:体動物化イiには符しく水膳

さオ'たものもある。しかし，今'11|得られたP.yesso-

ensisは,2個体とも左殻M-ではあるが，図2に示し

たように保存状態が良好で，ほとんど磨耗しておらず，

下位y/:からの誘導化石であるnJ能性はまずない。

リ)鹿半島の'ii新統には，下位から鮎川胴・安mi秤・

潟Iﾉﾘ胴などがある。潟lﾉﾘ解はその模式地の潟lﾉ町地域に

おいて，‐ド位から|輔沢砂部p,､'"I,角間崎泥iI噌およびそ

れとMil､mmの松木沢砂牒部層，本|ﾉ1砂部層の4部I禅

図1Pa〃"opectenyessoensおの新産地●印）

mi地N1院発行2ノノ5千分の1地形腿F人潟｣を使lil

AnewlocalityofPalinopectenyessoensisintheKatanishiFormation.OgaPeninsula,AkilaPrefecture
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図2潟西暦（釜谷地相）産Palinopecten{Mizuhopecten)yessoensis(Jay)
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からなり，釜谷地相は松木沢砂磯部I神が下位Iflを不幣

介におおう地点のところどころで，本部咽堆底部が示

す1割Ⅱである（潟西層団体研究グループ，1983)。

これらの地層の中でP.yessoensisli,鮪川層

中部から安lil層埜底部にまで椴富に含まれているか，

安Ill隅主部になると激減する（渡部,1982)。岨に上位

の潟Iノリ層でも，樽沢砂部層からｵっずかに産出している

（潟西)脅日1体研究グループ，1977）ほか，本州屑に対

比される可能性の大きい安Ill付近の潟|ノリIv;基底部とそ

の数m上位に少品含まれている（渡祁,1975;1976)

だけである。また完新統からは産出の記録がない。従

って今'11|釜谷地相から得られたP・yessoensisは男

鹿半島の第四系における本種産出の雌上位の!氾録にな

るものと‘思われる。
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